
資料１－１ 

地方独立行政法人岐阜県総合医療センターの中期計画の変更について 

 

地方独立行政法人岐阜県総合医療センター（以下「法人」という。）の中期計画につい

て、地方独立行政法人法第２６条第１項の規定に基づき、平成２４年１１月２７日付けで

法人から知事に対し変更の認可の申請があったため、これを認可することに関する同法第

２６条第３項の規定に基づく当評価委員会の意見について検討する。 

 

１ 前提となる事実 

平成２２年４月１日に地方独立行政法人法（以下「法」という。）第２６条第１項

の規定により知事が認可した地方独立行政法人岐阜県総合医療センター（以下「法人」

という。）の中期計画（知事から指示された中期目標を達成するための計画）につい

て、今般、記載事項の変更の必要が生じ、法人から知事に対し変更の認可の申請があ

ったため、同項の規定により認可しようとするもの。 

 

２ 中期計画変更の概要 

  法人は、平成２４年度以降において、小児医療の拠点機能の充実を図るため、以下

の事業を実施することになった。 

・高度・専門的な医療体制の下で医療的ケアを必要とする１８歳未満の重症心身

障がい児のための入所施設を整備する。 

・小児集中治療室（ＰＩＣＵ）を整備し、小児救急医療体制の強化を図る。 

・その他、これらの整備と併せ、外来や検査部門など小児医療の拠点機能を整備

する。これらは当初中期計画を策定した時点では予定していなかったものであ

るため、当該内容及び事業費を反映させた中期計画とするもの。 

 

３ 整備の概要 

 （１）新棟の整備 

  ○場  所：岐阜県総合医療センター敷地内（駐車場として利用中の南西角） 

  ○延床面積：約４，８００㎡ 

  ○事 業 費：約３２億円 

（財源：県補助金 約４億、県貸付金 約２７億、法人自己財源 約１億） 

  ○階  層：地上７階 

  ○スケジュール：H24 年度 基本・実施設計   H25～27 年度 建設工事 

          H27 年度 供用開始予定 

○主な機能 ①重症心身障がい児病棟の整備（病床 30 床、うちハイケア病室 16 床）

②小児科外来を本館から移転し、診察室の数を拡充（7 室→10 室） 

③小児の診療のための検査機器（ＭＲＩ・ＣＴ）を新設 

 （２）本館機能（小児救急医療体制）の強化 

○小児集中治療室（ＰＩＣＵ）の整備 


